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精神科病院における新型コロナウィルスに関する要望

いつも精神医療にご尽力をありがとうございます。私たちは神戸市にある、障害種別を問わず、障害者の権利擁護活動、地域での自立支援を行っている障害当事者を主体とした団体です。精神医療に関しては、医療的観点（医学モデル）ではなく、精神障害者の人権（社会モデル）という観点から啓発・啓蒙、提案させて頂いています。

　７月より新型コロナウィルスの第７派が本格的になり、神戸市も8月には過去最高の感染者数を記録しました。８月２４日には市内の確保病床使用率は８４％、重症者用病床は７２％まで上がりました。
　過去２年間、市内いくつかの精神科病院ではクラスタ―が発生し死者も多数発生しています。全国の精神科病院での死亡率は１２％で。これは国内全体の死亡率の４０倍です。重度の精神障害者がいくら治療や予防が困難と言ってもこの数字は異常で、明らかに適切な治療が行われなかった結果だと言えます。転院も出来ない状態であり、強制的に人権を無視した集団隔離を行った病院もあります。実質これはトリアージといわなければなりません。病院にいながら精神障害者だけがこのような高い死亡率、適切な治療が行われないことは、医療機関としてあり得ない状況で、当然のことながら障害者権利条約に対する大きな違反であり、このような人権を無視し、適切な治療を行わなかったことは病院のみならず、毎年監査を行っている神戸市の監督責任でもあります。
　私たちは精神障害者の尊厳や人権を無視した、医療とも呼べない行為が精神科病院でまかり通ってしまうのには理由があると考えます。

　・入院施設のある精神科病院の多くが単科病院で、他科との連携が取れないため、転院が困難。
・転院のネットワーク、システムがない。あるいは機能していない。
　・単科で精神科に特化しているため、医師、看護師、スタッフなどが感染症の知識が乏しく新型コロナウィルス感染症の対策、予防策がとれていない。
　・職員に対し新型コロナウィルスに特化した研修などをおこなっていない
　・精神科のないコロナ病棟を持つ総合病院などは精神障害のことがわからず、受入が出来ない
　・精神科特例で精神科病院の医師、看護師が少ないため、対応できない。
　・神出病院など一部病院は病室等の衛生状態が非常に悪い
　・精神科病院の医師・看護士・その他職員の人権意識が乏しい
　・長期入院患者の多い精神科では、意識的にも無意識にも、患者と医師、看護師との間に役割を作り、上下関係を作りやすい。そのことが虐待に繋がるが、新型コロナの場合にも、医療者として有るまじき虐待行為、差別行為、人権無視行為を罪の意識なく行ってしまう。
　以上を踏まえ要望いたします。

●要望
１　患者が新型コロナウィルスなどに感染した場合は直ちに専門医の診察を受け、適切な治療を行ってください
２　患者の重度化が予測される場合は、コロナに対応できる病院に転院させてください
３　転院の為の病院間の連携、具体的なネットワーク、システム作りを通常時から行い、シュミレーションして緊急時に対応できるようにしてください
４　医師、看護師、その他職員に対し、オミクロン株に対応する治療方法を研修し、感染症患者が出た場合すぐに対応できるよう、現場でのシュミレーションをしてください
５　医師、看護師等スタッフに定期的なPCR検査、抗原検査を行い体調管理を行うよう指導してください
６　入院患者にも定期的なPCR検査、抗原検査を行い予防に努めてください
７　コロナ陽性隔離中も人権を守り、複数人で部屋に閉じ込め、不当な拘束などを行わないでください
８　隔離中でも病院外との連絡をオンラインや電話でとれるようにしてください
９　以上１～８のことを神戸市が主体性を持って市内の精神科病院に通知、指導してください
１０　長期的には、神戸市は率先して精神科を総合病院に作り、単科精神科を廃止に向けた計画を立ててください
１１　現在の単科精神科を内科、外科、皮膚科、整形外科、歯科、など外来を含め行うように精神科病院の在り方を検討してください
１２　国に対し、精神科特例の廃止を要望してください

●現在の状況について
過去に東加古川病院、神出病院などクラスター発生後、他病院から看護士などを招き研修などを行った病院もあると聞いておりますが、現在の状況はわかりません。
　神戸市内の精神科病院のホームページを調べても、情報を公開しているのは１４病院中４病院に留まっております（8月24日現在）。また感染した場合にどのような対応がなされるのかも全くわかりません。精神科病院は強制的な入院があり、患者が自分の意思で自由に転院、退院ができず、病院を選ぶこともできません。患者家族にとっても、情報が不足、不正確であることは大きな問題です。また精神科病院での強制入院、隔離、拘束、閉鎖性は、コロナ禍において一般市民に通常時より大きな偏見や差別を助長させます。
新生病院のホームページでは８月９日の発表で、２０名の患者に陽性が確認されています。新生病院では新規の入院患者を見合わせるなどの処置はしているようですが、入院している患者にどのような措置・治療がおこなわれているのか等は書かれていません。以上のことから以下要望いたします。

●要望
１３　神戸市内の精神科病院に対し、コロナ陽性者が発生した場合、ホームページ等に陽性者の数、どの立場の人が感染したのか、発生から終息まで随時経過報告をすること、詳しい対応状況の説明、死亡者が発生した場合は必ず記載することなどを市民に対し報告するようにしてください
１４　新生病院の現在の詳しい感染状況の説明をしてください
１５　現在の神戸市内の精神科病院でのコロナ感染者数（患者、医師、看護師など別）、軽症者数、重症者数、死亡者数を具体的に教えてください
１６　神戸市内の病院ごとの精神科病院のコロナ感染者数、軽症者数、重症者数、死亡者数を公開してください
１７　死亡した人の直接の死亡原因をグラフや表などで公開してください
１８　コロナ専門病棟のある病院などへの転院者数と転院先病院名と受け入れの人数を教えてください
１９　転院していない場合、具体的にどのような治療を行ったか教えてください。
２０　コロナ陽性者に対する誹謗、中傷、差別行為が行われないよう、各病院に通知してください。

なお、回答は概ね1か月以内を目途に文書でお答えください。
また必要に応じ私達との話し合いの場を設けてください。
以上、どうぞ宜しくお願い致します。
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